
‭2025 JRA‬

‭コンソレーションセール‬

‭上場馬個体情報‬

‭開催日時：6月4日（水）　１０：００～１３：００‬

‭開催方法：インターネットオークション方式（セリ上げ方式）‬



 

コンソレーションセールでご購買いただく前に  

 

ここには、上場馬の飼養管理から医療情報までの広範にわたる個体

情報を開示しております。皆様のご購買とその後のスムーズな管理・調

教の参考にしていただければ幸いです。 

 

競走馬の管理は大きなリスクを伴うものでございます。上場馬には

現時点において立ち上げ中の馬も含まれておりますが、今後の調教お

よび出走に耐えうると判断した馬でございます。 

皆様に競走馬所有の楽しみと感動をもたらしてくれるものと期待して

おります。 

 

どうぞ十分に吟味していただき、納得いただいた上でご購買いただき

ますようお願い申し上げます。 

 

JRA 日本中央競馬会 
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00 育成馬2023 性 ・ 毛色
※必ずご一読ください

●右第3中手骨近位掌側面剥離骨折を発症し、約1ヵ月休養しまし
た。

.

個体および検査情報 　父　〇〇〇〇 　購買価格　〇〇〇万円
（税込み）

体高 156.0 胸囲 184.5 管囲 20.0 体重 440
＊測尺値は5月現在

病 歴 年 月 日 休養期間 画像 備考

右第3中手骨近位掌側面剥離骨折 2025年1月6日 35日 〇

左前球節部挫創(痕) 2025年3月10日 3日

ノド内視鏡検査
 （安静時）

LH DDSP AE 大腿骨ボーンシスト
 （撮影日）

左 右

Ⅰ 0 1 所見なし 2

2025年5月14日 2025年5月14日
Ⅰ（正常）～Ⅳ 0（正常）～3 0（正常）～3 所見なし or １（軽度）～４

種子骨検査 左（外・内） 右（内・外） 化骨評価 A

2025年5月現在 0 ・ 1 1 ・ 0 2025年5月現在 24か月齢

悪 癖 さく癖 装 蹄 右前エクイロックス充填

馬装具 特殊鞍下（中抜き） ゲート 目標クリア

最近の調教状況

調 教 月 日 5/5 5/6 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11

総駈歩距離 1200+坂1000 1200+坂1000 坂2000 1600 3000

TM WM 15.5-15.0

調 教 月 日 5/12 5/13 5/14 5/15 5/16 5/17 5/18

総駈歩距離 3400 3400 1600 3000 3000

TM WM 14.5-14.0

調 教 月 日 5/19 5/20 5/21 5/22 5/23 5/24 5/25

総駈歩距離 2600 3400 3000 3000 3000 2600

13.5-13.0 WM

調 教 月 日 5/26 5/27 5/28

総駈歩距離

TM WM WM

坂：屋内坂路馬場調教 WM：ウォーキングマシン TM：トレッドミル

＊個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ねください。



ページの解説

　種子骨評価

　　　グレード0:　骨に異常形成された線状陰影を有さず、辺縁の輪郭も概ね正常

　　　グレード1:　幅2mm以上の線状陰影を1～2本有する

　　　グレード2:　幅2mm以上の線状陰影を3本以上有する、もしくは辺縁の輪郭が不整

　　　グレード3:　幅2mm以上の線状陰影を多数有し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　骨の輪郭が不規則もしくは骨嚢胞を有する

化骨評価

　　　　グレードA:　骨端線が完全に閉鎖

　　　　グレードB:　骨端線中央部が閉鎖

　　　　グレードC:　骨端線が残る

　　前肢球節部の種子骨のＸ線検査による評価をグレード0～3で示しています。

① 必ずご一読ください。

購買に関する注意事項やその他の特記事項を記載しています。

②

③ ノドの内視鏡検査所見　（解説は3～4ページを参照下さい）

⑤

育成期間中に発症し休養を要した疾病、その他注意していただきたい疾病

④ 大腿骨レントゲン検査所見　（解説は5ページを参照下さい）

⑥

腕節部の骨端線の化骨評価をグレードA～Cで各馬の月齢とあわせて示しています。

　※標準的なサラブレッドでは25ヵ月齢で骨端線が完全に閉鎖するとされています。

⑦ さく癖、ゆう癖、旋回癖などの悪癖

⑧ 装蹄療法として使用している特殊な蹄鉄・装蹄法

⑨ 現在装着している特殊馬装具（特殊ハミ、鞍下など）

⑩ ゲート目標の達成状況　（解説は6-7ページを参照下さい）

目標：前扉を閉めた状態でゲートに入れて、後ろ扉を閉めて駐立し、常歩で出ること。

※全馬の前肢球節部・飛節部・後膝のＸ線画像、ノドの内視鏡検査映像、
　および一部の馬の疾病に関する検査画像等が特設サイトで閲覧可能です。



 ノドの内視鏡検査 解説  
 

ノドの内視鏡検査における各項目の評価をグレード 0～3(喉頭片麻痺についてはⅠ～Ⅳ）で示し

ています。グレード 0（喉頭片麻痺についてはⅠ）が正常な状態です。 

 

○喉頭片麻痺（LH) 

 グレードⅠ：披裂軟骨の動きすべてが左右同調し左右対称で、完全な披裂軟骨の外転が可能で

維持されうる。 

 グレードⅡ：披裂軟骨の動きは同調せず、かつ、あるいは喉頭は左右不対称な時があるが、披

裂軟骨の完全な外転は可能で維持されうる。 

Ⅱa：短時間の不同調、震える動き、あるいは遅れた動きが認められる。 

Ⅱb：披裂軟骨と声帯ヒダの動きの減少により声門裂の左右不対称を多くの時間認める

が、時には、嚥下や鼻孔を閉じた時などには、完全な外転が可能で維持される。 

 グレードⅢ：披裂軟骨の動きは左右同調せず、かつ、あるいは左右不対称。披裂軟骨の完全な

外転は不可能で維持されない。 

Ⅲa：披裂軟骨と声帯ヒダの動きの減少により声門裂の左右不対称を多くの時間認める

が、時には、嚥下や鼻孔を閉じた後などには、完全な外転位置に達することもあ

るが、維持されない。 

Ⅲb：披裂外転筋が衰えていることが明瞭で、披裂軟骨は左右不対称。完全な外転が起

こることはまったくない。 

Ⅲc：披裂外転筋が重度に衰えているが完全にではなく、披裂軟骨は左右不対称だがわ

ずかには動く。完全な外転が起こることはまったくない 

 グレードⅣ：披裂軟骨と声門ヒダはまったく動かない。 

 

○軟口蓋背方変位（DDSP） 

  グレード 0：嚥下を促しても発症しない 

  グレード 1：嚥下により発症するが、続く嚥下 1回で復する 

  グレード 2：嚥下により発症するが、続く嚥下 2回以上で復する  

  グレード 3：嚥下を伴わなくても容易に発症する 

     

○喉頭蓋の異常（AE) 

  グレード 0：喉頭蓋背面上の凸部、辺縁の皺が明瞭 

  グレード 1：喉頭蓋背面上の凸部が不明瞭 

  グレード 2：喉頭蓋背面上の凸部および辺縁の皺が不明瞭 

  グレード 3：喉頭蓋が非常に薄いあるいは小さい 



上気道の構造

ノドの内視鏡像



大腿骨のレントゲン検査  

 

 

大腿骨のレントゲン検査におけるボーンシストの評価を G（グレード）1～4 で示しています。 

所見なしは、正常な状態です。 

 

 

 

 

〇大腿骨ボーンシスト 

 G１：極わずかな軟骨下骨の窪み 

 G２：ドーム状の軟骨下骨の窪み 

 G３：ドーム状の X線透過部位を有する嚢胞 

 G４：円形・釣鐘状の X線透過部位を有する嚢胞 

 

 

G1 

馬の骨格標本 

G2 G3 G4 

大腿骨 

下腿骨 



JRA育成馬のゲート目標について 

 

JRA 育成馬に対するゲート馴致は、騎乗馴致と平行して実施し、馬に理解をさせながら、恐怖心を与え

ることなく、時間をかけて実施しております。 

設定された最終段階（ゲート目標クリア）まで、ほとんどすべての馬が到達していますが、各馬の状況に

ついては、個別ページをご参照ください。 

 

 

○第１段階：ゲートに対する馴致 

ゲートが安心できる場所であることを馬に学習させるために、ゲートは日常の運動中に身近に見える場

所に設置します。また、引き馬・ドライビングの段階での通過にはじまり、騎乗して幅の広い練習用ゲート

の通過、競馬で使用する物と同じ幅のゲートの通過と、毎日の調教時に通過させることで徐々にゲートに

慣らします。 

 

引き馬やドライビングの段階から、十分ゲートを通過させ、恐怖心を取り除くようにします。 

 

○第 2段階：ゲートでの駐立と扉の閉鎖 

 次に、ゲートの扉を開いた状態で駐立することに慣らします。その後は前扉が開いた状態で駐立させ、

後躯を十分にパッティングしてから後ろ扉を閉めます。この時に馬が落ち着いているようであれば、騎乗

者の扶助で少し後退させて、後ろ扉に臀部が触れることを経験させます。最後に前扉を閉めて最終的な

ゲート内での駐立に慣らします。 

○最終段階：ゲート目標クリア 

 前後の扉を閉鎖しても馬がリラックスした状態で駐立できたら、以下の手順で発進馴致の確認を行いま

す。この確認は 12月以降に実施し、3月にも再度行い、「ゲート目標クリア」としています。 

 

 

 

 



ゲート目標クリアの確認手順 

 

１） 前扉を閉め、騎乗した状態でゲートに入れる 

２） 後ろ扉を閉める 

３） ゲート内でおとなしく 10秒程度駐立させる 

  

４） 前扉を開け、騎乗者の扶助により常歩で発進する 

 

 

JRA ではジャンプアウトまでの馴致は行っていませんが、ゲートの前扉が開くとともに、騎乗者の扶助

により常歩でスムーズに出ることができるところまで練習しています。 

 

目標達成後も毎日、扉のないゲートを落ちついた状態で常歩通過しています。このような状態でトレセンに

バトンタッチできるよう心掛けています。 
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